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投資環境の見通し（2026年2月）

国内株式

国内金利

米ドル/円

出所：QUICKのデータをもとに中銀アセットマネジメント作成

もみ合い

※ 上記矢印は相場の方向性を示しています。

もみ合い

1か月の予想レンジ 日経平均株価：50,000円～56,500円

1か月の予想レンジ 日本10年国債利回り：1.90％～2.50%

1か月の予想レンジ 米ドル/円：148円～160円

ややドル安

株価上昇要因

堅調な企業業績
衆院選での与党勝利

株価下落要因

日本の長期金利の上昇
急速な円高

世界経済の減速

金利上昇要因
（債券価格下落要因）

国内インフレ圧力の高まり
日銀の追加利上げ

金利低下要因
（債券価格上昇要因）

世界経済の減速
日本経済の減速

米ドル上昇要因
（円安要因）

米景気好調維持
米インフレ圧力継続

米ドル下落要因
（円高要因）

日銀の追加利上げ
日米当局による円買い為替介入

国内長期金利は、衆院解散・総選挙を通じて財政悪化懸念から大きく上昇しましたが、選挙後の政権による
経済財政運営や予算策定の動き、日銀の追加利上げのペースを見極めたいとの思惑から、２％台前半のレン
ジで落ち着きどころを探るもみ合いの展開が予想されます。

米国は利下げ継続または据え置きが想定されているのに対し、日本は金利正常化に向けた利上げ継続の姿勢
を示しています。両国の中央銀行の金融政策の方向性の違いに加え、過度な円安の動きをけん制する日米当
局の動きも警戒されることから、ドル円相場はややドル安方向での動きが予想されます。
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衆院解散・総選挙の結果が政局の安定を高める結果となれば、株式相場がさらに強含む局面も想定さます。
しかし、主要株価指数には指標面での割高感も指摘されているなか、選挙後は企業業績や米国景気、外国為
替市況などの外部環境の動きを見極めながら、株価水準を探るもみ合いの展開に移行するものと想定されま
す。
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